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第2回札幌会場　キャンパスツアーの様子
（チャペル 2階）

第2回札幌会場　キャンパスツアーの様子
（センター棟 2階　ラーニング・コモンズ）

第2回札幌会場　個別面談の様子

地区別父母懇談会　開催報告地区別父母懇談会　開催報告
　今年も道内各地で地区別父母懇談会を開催し、10月26日（土）の第2回札幌地区父母懇談会
をもちましてすべての父母懇談会を終了いたしました。今年度は、全会場合計で242組の申し
込みがあり、多くの皆様にご参加いただきました。学科教員による個別面談や就職支援課職員
による就職相談を行い、お子様の大学生活全般を知る良い機会になったことと思います。
　札幌会場では、新たなプログラムとしてキャンパスツアーを行い、面談前後の時間を利用
し、本学職員が学内を案内しました。また、10月26日（土）の第2回札幌会場では、保護者の
方からのリクエストに応え、本学センター棟のカフェをオープンし、保護者の皆様に軽食又は
スイーツセットを召し上がっていただきました。地方会場では個別面談までの待ち時間に、教
育支援課作成の本学の修学についての説明動画をご覧いただきました。
　また、出席者の皆様にWebアンケートに回答いただきました。ご意見やご要望につきまして
は、さらに充実した父母懇談会を開催できるよう参考にさせていただきます。アンケートの一
部を以下に掲載しています。ご協力ありがとうございました。
　来年度の日程は、決定次第『後援会だより』や大学ホームページにてお知らせいたします。
来年度も多くの方のご参加をお待ちしております。

ご父母の皆様からのアンケート報告
【札幌会場】
・大学での様子や履修について教えていただき、現状を把握することができました。懇談をしてく
ださった先生をはじめ、職員の方々の対応や雰囲気がとても良くて安心いたしました。
・もっと多くの保護者が子供の大学生活に関心を持てるような情報発信は必要ですね。私は先生と
対面でお話をして疑問や心配が解消できたので、多くの保護者が参加すると良いと思います。
・直接教員の方とお話をすることで、いろいろ確認でき、不安を解決することができております。
引き続き父母懇談会の継続をお願いいたします。
・学校での授業態度や指導状況など詳しく教えていただいたことや、今後に向けての方向性など親
身になって考えていただいていることが面談により良く分かりました。
・丁寧な説明でわかりやすく、子供の将来に向けて具体的に話しをする機会が持てて良かったです。
・子供が利用しているカフェで食事ができて楽しかったです。またキャンパスツアーで大学での様
子が想像できて良かったです。

【地方会場】
・忙しい中、遠くまで来ていただき大変ありがとうございました。入試の一般受験の時も地元で試験を受けられて助かった記憶を思い出しました。
・一年次、三年次と参加させていただきました。個別面談では、国家試験に向けての四年次でのスケジュールや実習、卒論、国家試験向けの講座、
模擬試験について知ることができました。親として、把握しておきたいことがよりはっきりしたので、この懇談会に参加してよかったと思いまし
た。担当してくださった先生、職員の皆様に感謝しております。
・会場がとても落ち着いた雰囲気で良かったです。お花が飾ってあったり、ケーキとコーヒーをいただいたりしたことも気持ちが和みました。
・1年生ですので、成績に関しての話が出来なかったと言う点では少し残念でしたが、先生を通して大学の取り組みが伝わりましたので良かったで
す。良い大学に行かせることが出来たと感じ、安心しました。
・離れて生活していると大学の様子が分からないので、こうやって来ていただいてお話を聞ける機会がありよかったです。
・子供の大学での心配事があるなか、すがる思いでの先生との面談、救いの提案、そして丁寧、親身に対応してくださったこと、一言では言い尽く
せない、感謝しかありません。また、就職支援課の方との就職相談では、親切に笑顔で細かなところまで説明していただき大変助かりました。
・授業や就職に向けての話が聞けて、最近の大学の動向などがわかり、よかったです。丁寧に対応してくださって本当にありがとうございました。
・父母懇談会などは参加したいものの遠方の大学まではなかなかいけないということが多いと思いますが、わざわざ先生方が地方に来てくださり、
とても助かります。学長先生にお会い出来ることもあまりないと思うのでいい経験をさせていただきました。

第2回札幌会場　カフェの様子

8/25北見会場　就職相談の様子

第1回札幌会場　個別面談の様子
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就 職 活 動 体 験 談

私が公務員試験、就職活動をする上で重要
だと感じたものを２つ紹介したいと思います。
１つ目は、自己分析と企業の情報収集を早
い段階に行うことです。私はこれらの準備が
遅く、まわりの友人たちが公務員勉強を始め
た時期にも悩んでいたため、結果的に遅れを
取ることになりました。最初の自己分析、企
業情報の収集などを早い段階から行っていた

らもう少し余裕を持って勉強に取り組めていたと思います。そのため、
自己分析を行うことと、説明会に参加したり、就職支援課に通ったりし
て情報収集を行うことは早めに始めることをおすすめします。そして自
分の就活の軸をつくりあげてください。
２つ目は、最後まで諦めずにやりきることです。公務員試験の勉強は
量も多く、勉強期間も長いため精神的につらいものでした。まわりと比
べて自分が進んでいないことに落ち込むこともありました。精神的にき
つい時期ですが、リフレッシュの時間を大切にすることで心が折れず、
毎日コツコツ勉強することができました。
私は１次試験の点数が悪く、２次試験で落ちるのではないかという気
持ちがありました。そんな不安がありましたが、官庁訪問や２次試験の
面接に集中し、妥協することなくしっかり準備をして取り組みました。
そのことが報われ合格をいただくことが出来たと思っています。準備も
遅れ、勉強にも苦戦していた私でも最後までやりきったことで内定をい
ただくことが出来ました。勉強でも面接でも不安な気持ちで自分を信じ
られなくなることもあると思いますが、自分を信じて最後までやりきっ
てください。

国家公務員　一般職　札幌管区気象台内 定 先
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私が就職活動を始めたのは、短大２年の春
でした。最初は自分に合った仕事が全く分か
らず、就職支援課や家族に相談しながら不安
な気持ちで活動を進めていました。北海道で
働きたいという強い思いがあり、長年続けて
きたサッカーに関わる仕事にも興味を持って
いましたが、具体的な進路を決めかねていま
した。

いくつか企業説明会に参加し、面接やエントリーシートの添削を重ね
ていく中で、自分が本当にやりたいことが徐々に見えてきました。私の
地元では農業が盛んで、幼い頃から農業に携わる方々の懸命な姿を見て
育ってきたことから、農業を支える仕事に携わりたいという思いが強ま
りました。ホクレン農業協同組合連合会を志望した理由も、地域の生産
者を支え、食べる人を笑顔にするという使命に共感し、自分もその一員
として貢献したいと考えたからです。
無事に内定をいただいたときは、嬉しさと共に、これまでの努力が報
われたという実感がありました。同時に、支えてくれた家族や就職支援
課の方の顔が浮かび、感謝の気持ちで胸がいっぱいになりました。これ
からが本当のスタートです。どんな困難が待っているか分かりません
が、支えてくれた方々への感謝の気持ちを忘れず、与えられた役割を全
力で果たしていきたいと思っています。
後輩の皆さんに伝えたいのは、困ったときや悩んだときは一人で抱え
込まず、周囲のサポートを積極的に活用してほしいということです。不
安や迷いはあると思いますが、最後まで頑張ってください。

ホクレン農業協同組合連合会内 定 先

短期大学部生活創造学科� 木
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私が就職活動で意識していたことは三点あ
ります。一点目は、自分の思考の特性と原因
となった体験をはっきりとさせておくことで
す。二点目は、何度も何人も信頼できる大人
と面接練習をすること、三点目は自分の「し
たくない」を削っていくことです。
一点目がなぜ重要かというと、就職活動の
メインは面接やエントリーシートを通した自

己PRです。自分の思考の特性をよく知ることで、さまざまな強みを理解
することができ、あらゆる質問に自分のアピールしたい特性を含んだ回
答をしやすくなります。その原因となった体験がなぜ重要かというと、
話の信憑性を増すことが出来るからです。
二点目は、面接で緊張せずに話が出来ると、伝えたいことをクリアに
することができるからです。更に、面接官の方に、堂々と自分の意見を
話すことで「一緒に働きたいな」と感じていただくこともできるかもし
れません。「緊張しない」を言葉にするとシンプルですが、だからこそ難
しく、場数を踏むことが大切だと考えています。また、自分を客観視する
ことは難しいので、面接練習を通して他人に見てもらうことは効果的です。
三点目は、最初から何を仕事にしたいかがすぐに決まる人は多くないの

で「したくない」を削っていくことが重要であると思います。好きじゃな
いものを削っていった結果、私はやりたいことを見つけることができました。
最後に、就職活動で私は何度も挫折しました。後輩からも、実らず辛
い思いをしている話を最近よく聞きます。しかし、必ずどのような形で
あれ、努力し続ければ貴方の納得する結果になるはずです。皆様の就職
活動の成功を祈っています。

参天製薬株式会社内 定 先
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私は3年生の12月から就職活動を始めまし
た。それまでは自分のやりたいことは何か、
どんな業界があるかなど何も知りませんでし
た。しかし、周りが就職活動を始めているこ
とに気づき焦り始めました。はじめは何を調
べればいいかわからず戸惑っていましたが、
友人に就職支援課に相談することを勧められ
相談に行くところから始めました。

相談に行くと「今から就職活動を始めても遅くない、大事なのは内定
の数ではなく自分の希望する会社から内定をいただくこと。」だと教えて
いただいたため、それからは冷静に就職活動を進めることができたと思
います。その後は、自分の強みを考えながら就活サイトを見続けて自分
の希望する業界を探すことができました。
そして、不安だった面接については就職支援課の方に面接練習をお願
いし、数回ほど練習に伺いました。自分の性格上、練習を続けすぎる
と、本番で練習した言葉が出てこなかったときに話が詰まってしまう恐
れがありました。そのため、「この質問にはこの言葉を使って答えよう」
と「キーワード」を決めながら面接に臨みました。
就職活動を振り返って、就職活動を始めるにあたり何をすればいいか
わからない場合は就職支援課に相談に行くところから始めるべきだと思
います。就職活動は何をすればいいかわからず、気持ちばかり焦ってし
まうことが多いため周りのサポートを受けることが重要だとわかりまし
た。

マスプロ電工株式会社内 定 先
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講座名 講師名 受講料
（後援会から20％補助 一部端数切り捨て） 申込締切

MOS Word 資格対策講座（オンデマンド） 富士通ラーニングメディア講師 10,400円（通常13,000円） 2025年1月16日（木）
MOS Excel 資格対策講座（オンデマンド） 富士通ラーニングメディア講師 10,400円（通常13,000円） 2025年1月16日（木）
MOS Word ＆ Excelセット資格対策講座（オンデマンド） 富士通ラーニングメディア講師 17,600円（通常22,000円） 2025年1月16日（木）
介護職員初任者研修（学内対面） サンシャイン総合学園 71,200円（通常89,000円） 2025年1月16日（木）
ゼロから学ぶキャッチコピーの世界

〖クリエイティブ体験講座〗（学内対面） 現役コピーライター講師   1,92O円（通常  2,40O円） 2025年1月 9日（木）

在学生向け 資格取得 対策講座（春季集中期・１～３月）のご案内
北星オープンユニバーシティでは在学生の資格取得を支援する対策講座を用意しています。

2025年度開講の講座について　語学系講座・資格系講座などは、次年度も募集予定です。詳細は次号の後援会だより（3月発行）以降にお知らせいたします。
問合せ先　社会連携センター（C館1階　社会連携課内）TEL 011-891-2731（代表）　※詳細は北星オープンユニバーシティホームページをご覧ください。（右記QRコード
からアクセスできます）　※予定は変更になる場合がございます。　※上の表は主な講座を記載しています。
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国際交流活動報告 国際教育課長　加藤　幸子

　2024年度は前期25人、後期24人の留学生がアメリカ、カナダ、イギリス、スイス、中国、韓国、台湾、インドネシアからやってきて、コロナ前
のように対面で本学学生らと活発に交流しています。留学生は「日本語」をはじめ様々な授業を履修する傍ら、日本文化体験プログラムにも参加し
ています。部活の顧問の先生や市内の美容室のお力を借り、茶道、華道、書道、着物体験に挑戦しています。
　本学からは、2024年度は春に7名の学生がアメリカと韓国の協定校に、秋には3名の学生がイギリス、インドネシア、カナダの協定校における
留学に向けて出発しました。
　10月には東アジア学生委員会（EASCOM）のためにアジアの協定校の留学生たちが来学し、それぞれの文化を紹介する舞台公演を行ったり屋台
形式で食文化交流を行いました。毎年恒例となっているインターナショナルキャンプも、1泊2日で阿寒湖まで総勢69名（交換留学生23名、
EASCOM受入学生12名、在学生30名、引率者4名）
で賑やかに実施しました。
　また、国際ラウンジ学生チーム（HUIT）が企画し
たスポーツ大会などイベントも学内で定期的に開催さ
れています。これから海外に行きたい学生も、帰国し
た学生も、このような国際イベントで留学生との交流
を楽しみ、おおいに盛り上げています。
　後援会からの国際教育活動に対する物心両面の変わ
らぬご支援に、心よりお礼申し上げます。 着物体験に協力くださった美容室の方々とHUITスポーツフェスティバルで大縄跳び

体育祭を終えて 大学祭実行委員長
大松　春花

大学祭実行委員長
大松　春花

　今年度の体育祭は、新競技２種目を加え3競技での新たな試みによ
り困難な点もありましたが、当日の様子から例年以上の盛り上がりが
あったと感じ大変嬉しく思っています。例年との違いは２つありました。
　１つ目は選手層です。今年度は広報活動の仕方を変えたことにより
留学生や１年生の参加者も多くありました。広報活動では先生にアポ
イントを取り授業の前に宣伝させてもらう、学祭所属のメンバーに体
育祭の存在を広めてもらうなどをした結果、幅広い層の選手が集ま
り、体育祭を開催することが出来ました。選手がいてはじめて体育祭
を開催できるため、選手の思い出作りも重要視しました。今年度から
各チームに１人専属撮影係をつけ、チームの様子を形に残しました。
体育祭を写真や動画で振り返り、楽しい思い出として選手の心に残り
続けてほしいと思っております。
　２つ目は白熱度です。今年度は事前に景品が分かった状態で参加募
集をしたこともあり、多くのチームが体育祭のために練習を重ねて参
加しました。今年度の体育祭スローガンは「強者であれ」です。この
言葉通り本気でぶつかり合う
試合を見ることが出来ました。
さらに、各チーム諸事情で人
数調整が必要な場合でも、対
戦相手同士が配慮し試合が続
行できました。このようなス
ポーツマンシップから、強者
とは「他者への思いやりを持
つ」ことも含まれていること
を学びました。 バレーボールの様子

第63回大学祭実行委員会委員長　大松　春花
　10月13日（日）に第63回星学祭が行われました。当日は雨天の予定
でしたが、無事秋晴れとなりたくさんの方にご来場いただきました。
　毎年恒例の模擬店では出店数が過去最多の56店舗と星学祭の規模も大
きくなり、様 な々方に楽しんでいただきました。その他、OpeningCeremony、
BINGO、もちまき、ウォーリーを探せ！ in北星、ちびっこ縁日、
YOSAKOIソーラン祭り、ENDINGPERFORMANCE、俳優さんによ
るトークショーなど老若男女問わず楽しむことができるイベントを実
施しました。さらに、今年度は昨年度とは違う大学祭にしたいという
強い思いから、新たな企画を複数考案しました。１つ目は、新規企画
のお笑いライブです。札幌学院大学お笑いサークルさん協力のもと、
117名の方にご来場いただきました。２つ目は謎解きイベントです。学
内に難易度別の問題を隠し、会場内を楽しみながら探してもらい、
様々な年齢の方にご参加いただき嬉しく思います。3つ目は、ランダ
ムに登場する恐竜着ぐるみとバルーンアートです。お子様に大人気な
新規イベントになりました。
　星学祭を成功させることが
出来たのは、関係者の皆様の
ご尽力によるものです。心よ
り感謝申し上げます。来年度
もさらにバージョンアップし
た星学祭をお届けできるよ
う、実行委員会一同尽力して
まいりますので今後の活動へ
のご理解とご協力をお願いい
たします。

星学祭を終えて

写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

　北星学園大学・北星学園大学短期大学部ポータルサイト（n☆star）は、学生が
大学からの様々なお知らせ、休講・補講情報の確認、履修登録や成績確認を行う
ことができるWebサイトです。このポータルサイトの機能を活用して、保護者・
保証人の皆さまへ成績情報を公開しており、最新の成績情報を確認することが可
能です。
　2024年度ご入学の皆さまには今年度８月末にID・パスワード等を送付させてい
ただきました。2023年度以前ご入学の皆さまにも既に送付済みですが、ご不明な
点は教育支援課までお問合せください。成績情報は９月と3月の年２回更新して
おり、ポータルサイトを通じて成績情報更新の連絡を行っております。メールア
ドレスをご登録いただくことで、成績情報を含めた大学からの各種お知らせが
メールで届きますので、ぜひご活用ください。

トップページ：保護者用のユーザーID
とパスワードでログイン！

操作マニュアルは大学の
お知らせから確認できます

成績確認情報からお子様の成績が
閲覧できます

メッセージ転送設定：大学からの
最新のお知らせが保護者のメール
に届きます！

学生の成績等はポータルサイト（n☆star）で
ご確認いただけます

ポータルサイト QRコード
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　長い冬の季節がやってまいりました。6
月から始まった地区別父母懇談会も全地区
無事に終了いたしました。各会場でご父母
の皆様とお会いし、大変貴重な時間を過ご
すことができました。今年も残りわずかと
なりましたが、皆様良いお年をお迎えくだ
さい。 （後援会事務局　西藤・石山）

あ と が き

2024年度　成績優秀者学業奨励賞（学籍番号順）

2107028
2107029
2107045
2107060
2107063

4年次
2207023
2207025
2207040
2207049
2207050

3年次
2307012
2307041
2307050
2307051
2307064

2年次
心　理　学　科

短期大学部英文学科

2371010
2371015

2　年　次
2371036
2371042

2371059
2371067

短期大学部生活創造学科

2372012
2372020

2372022
2372026

2372046
2　年　次

2101023
2101117
2101144
2101146
2101148

4年次
2201022
2201036
2201041
2201077
2201080

3年次
2301001
2301009
2301020
2301050
2301100
2301111

2年次
英　文　学　科

2108014
2108015
2108021
2108029
2108055

4年次
2208026
2208029
2208073
2208100
2208101

3年次
2308017
2308029
2308057
2308058
2308089

2年次
心理・応用コミュニケーション学科

2103003
2103035
2103055
2103060
2103077
2103078
2103113

4年次
2203009
2203065
2203087
2203096
2203109
2203118
2203143

3年次
2303007
2303066
2303077
2303099
2303106
2303138
2303147
2303160

2年次
経　済　学　科

2104004
2104035
2104059
2104067
2104092

4年次
2204011
2204024
2204056
2204061
2204112

3年次
2304003
2304010
2304011
2304035
2304075
2304101

2年次
経 営 情 報 学 科

福 祉 計 画 学 科

2105013
2105035
2105038
2105044
2105046

4年次
2205017
2205041
2205049
2205071
2205079

3年次

2106020
2106030
2106059
2106081
2106096

4年次
2206009
2206012
2206018
2206055
2206059

3年次
福 祉 臨 床 学 科

2109016
2109046
2109052
2109066
2109101

4年次
2209021
2209057
2209065
2209112
2209114

3年次
2309025
2309032
2309060
2309066
2309071
2309093

2年次
経 済 法 学 科

2年次
社 会 福 祉 学 科

2302003
2302010

2302029
2302060

2302083
2302102

全 国 大 会 報 告 

8月23日から佐賀県で行われた文部科学大臣杯第76回全日本
準硬式野球選手権大会に北海道第１代表として出場しました。6
月１日～7日の北海道地区大学準硬式一部リーグ選手権で、創部
初となる優勝を果たし2年ぶりに全国大会出場を決めました。全
国大会では九州産業大学と対戦し、0－１0で敗北しました。今年
こそは全国大会初勝利を掴もうと挑みましたが初戦敗退という
結果に終わりました。しかし、全国大会という特別な舞台で、
レベルの高いチームと野球ができたことを誇りに思います。今
大会の経験を自信に変え、来年は2年連続全国大会出場と全国大
会初勝利を目標に更に努力を重ねたいと思います。

日頃から私たちの活動にご協力してくださる大学関係者の皆
様やご支援してくださる後援会の皆様、ありがとうございます。
また、今回の全国大会から新基準バットの導入が行われたのです
が、後援会から４本寄贈していただきました。結果でお返しするこ
とはできなかったのですが、来年以降も準硬式野球部の応援をよ
ろしくお願いします。

準硬式野球部� 経済学部経済学科　梶　駿介

8月22日から2４日にかけて兵庫県神戸市で行われた全日本学生弓道選手権大会
に出場しました。団体戦は男女ともに出場、個人戦は北海道での予選を通った男
子2名が出場しました。結果としては団体戦は男女ともに予選敗退、個人戦も良
い成績を残すことはできませんでした。団体戦は男子は１人４射、計20射のうち、
上位2４校が、女子は１人４射、計１2射のうち、上位2４校が決勝進出という中でと
ても難しい大会になりました。団体戦での目標は男女ともに決勝進出。それに向
けて日々の練習に励んできましたが全国大会ということもあり、その壁は高く決
勝に進むことはできませんでした。特に女子はボーダーまで残り１中というとて
も悔しい結果となりました。ただ、すべてがマイナスだった大会というわけでは
なくいろいろな大学の射の型を見て学べたのはとてもプラスなことだったと思い
ます。特に北海道以外の大学の射を見られたのはとても良い経験になりました。
また、この大会に出場したからこそ味わえた緊張感というのもあったと思いま
す。その点ではすごく自分たちを成長させてくれた大会になりました。来年度も
団体戦での決勝進出を目指し、この経験と悔しさをばねにして日々の練習に取り
組んでいきたいと思っています。また、大学関係者や後援会の皆様におかれまし
ては日々の活動への支
援・応援など本当にあ
りがとうございます。
各大会で良い結果を報
告できるよう、日々精
進してまいりますので
引き続き応援のほど、
よろしくお願いしま
す。

弓道部� 経済学部経済学科　浦山　勇翔

　2024年度卒業式及び卒業記念祝賀会について下記のとおり挙行する予定です。
　なお、正式なご案内は、2025年3月4日の卒業者名簿発表後に卒業生を対象に行います。

2024年度卒業式及び卒業記念祝賀会のご案内

卒業式

日　時：2025年3月14日（金）
　　　　開場：12時　　開式：13時～14時10分（予定）
場　所：札幌文化芸術劇場「hitaru（ヒタル）」
　　　　（札幌市中央区北1条西1丁目）
※�保護者の方の参加人数の制限はしませんが、式場の入場人数を
超えた場合は入場をお断りする場合がございます。

日　時：2025年3月14日（金）16時～17時30分（予定）
　　　　＊開始時間が変更になる場合があります。
場　所：ニューオータニイン札幌 2階フロア（札幌市中央区北2条西1丁目1番地）　
会　費：無料（立食ビュッフェを用意しています）
※�3階フロアに女性の着替えスペースを用意しています。着替えスペースには限りがありますの
で、袴などをレンタルした方は着付会場で着替えを済ませてから祝賀会会場にお越しください。
※�参加対象者は、大学・短期大学部の卒業生と大学教職員のみです。（会場のスペースの関係がご
ざいますので、保護者の方の卒業記念祝賀会への出席はご遠慮ください）
※�「卒業記念祝賀会ご招待券」は、卒業式当日にお渡しいたします。（招待券のない方は祝賀会に
参加できません）

卒業記念
祝 賀 会

2023年度　卒業式の様子

クリスマスコンサート
日時：１2月１9日（木）　１2：１0～
場所：北星学園大学チャペル
出演：Crystal Tears
　　　（小出 あつき・松橋 勝巳・森 洋子）

クリスマス礼拝（キャンドルサービス）
日時：１2月23日（月）　１8：00～
場所：北星学園大学チャペル
メッセンジャー：
　　　日本基督教団小樽教会
　　　草地 大作 牧師
司式：日高 嘉彦（チャプレン）
奏楽：上平 未奈（オルガニスト）
演奏：チャペル・クワイア、
　　　ハンドベル・クワイア、
　　　NSBC（ゴスペル）予定

スミス・ミッションセンター
からのお知らせ

北星学園大学教育振興寄付金ご芳名 募金のご協力に深く感謝申し上げます。
2024年5月1日から2024年10月31日まで（敬称略・順不同）

佐瀬�一文
佐藤�直
本間�俊一
大城�小弓
深澤�秀則
富崎�季実子
中島�千賀子
野田�宏

長沼�修
笹川�勝子
山本�涼平
合田�文子
羽毛田�常治
湯本�俊夫
野村�誠
松井�陽子

茶木�香代子
阿岸�蘭子
近藤�総子
若林�弥生
上田�恵子
佐治�美和子
佐々木�あずさ
北城�泰典

武田�英子
佐々木�登美代
永井�信夫
佐藤�修子
杉岡�直人
古賀�清敬
濱�保久
山見�洋子

山口�博教
古川�敬康
斎藤�仁史
鹿熊�裕志
株式会社北洋銀行
北星学園大学同窓会�
函館支部
匿名希望17名

※�ご芳名の掲載は、本学へ入金された日で集計して
おります。

　�（インターネットからクレジット決済でご寄付を
された場合、通常1～2か月程度を要します。10
月にクレジット決済にてご寄付いただいた方につ
いては、次号での掲載となります）

※�寄付者様が法人の場合、寄付金の全額を損金とし
て算入することが認められている受配者指定寄付
金としてご寄付いただくことができます。

　�お申込みをご検討の場合は、募金事務局（donation�
@hokusei.ac.jp）までご連絡ください。


